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1田
原
市
で
は
、現
在
、21
の
保
育
所
の
全
て
が
公
立
で
す
が
、民
間
保
育
所
の
持
つ
機
動

性
や
柔
軟
性
を
生
か
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
保
護
者
の
選
択
肢
拡
大
の
た

め
、公
立
保
育
所
を
私
立
保
育
所
と
す
る
民
営
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
民
営
化
へ
の
経
緯
や
そ
の
メ
リ
ッ
ト
、民
営
化
す
る
保
育
所
な
ど
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

漆
田
保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
て

　
　

～
子
ど
も
の
よ
り
良
い
保
育
を
め
ざ
し
て
～

　

民
営
化
へ
の
背
景
と
経
緯

　
◆
保
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　

近
年
、少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、女

性
が
働
く
機
会
が
増
加
す
る
な
ど
、保
育

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。保
育
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
、長
時
間

保
育
や
一
時
保
育
、保
育
需
要
の
増
加
、質

の
高
い
幼
児
期
の
教
育
と
保
育
な
ど
多
様

化
し
て
い
ま
す
。

　
◆
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

就
学
前
の
児
童
保
育
と
教
育
体
制
に
つ

い
て
、専
門
家
や
地
域
・
保
護
者
の
代
表
者

な
ど
で
構
成
す
る
保
育
所
問
題
検
討
会
に

お
い
て
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
報
告
内
容
の
実
現
の
た
め
、平
成

22
年
３
月
に「
田
原
市
保
育
所
運
営
実
施

計
画
」を
策
定
。公
立
保
育
所
の
民
営
化

に
つ
い
て
、対
象
園

の
基
準
と
目
標
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
定

め
ま
し
た
。

　

民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト

民
営
化
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問

▼
子
育
て
支
援
課
☎
23
局
３
５
１
３
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❶
公
立
保
育
所
と
民
間
保
育
所
が
あ

る
こ
と
で
、
お
互
い
が
刺
激
し
合

い
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
就
学
前
教

育
が
一
層
充
実
さ
れ
る
。

❷
民
間
の
持
つ
機
動
性
、
柔
軟
性
を

生
か
し
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

❸
保
育
所
入
所
に
際
し
、
保
護
者
の

選
択
肢
が
拡
大
さ
れ
る
。

❹
保
育
所
運
営
経
費
の
国
県
負
担
が

増
え
る
こ
と
で
、
市
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
が

効
率
的
に
活
用
さ
れ
る
。



　
　

園
児
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
民
営
化
で
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
な
ら
な
い

よ
う
、
よ
り
良

い
保
育
所
と
な

る
よ
う
、
運
営

法
人
と
打
合
せ

を
重
ね
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

民
営
化
す
る
保
育
所
の
選
定

　　

民
間
移
管
後
の
園
経
営
が
成
り
立
つ
こ

と
を
前
提
に
、次
の
選
定
基
準
を
設
け
て

い
ま
す
。

❶
継
続
し
て
１
０
０
人
以
上
の
入
所

児
童
を
確
保
で
き
る
。

❷
交
通
の
便
が
良
く
、広
い
地
域
か
ら

園
児
を
集
め
ら
れ
る
。

❸
施
設
・
設
備
整
備
後
の
年
数
が
、あ

ま
り
経
過
し
て
い
な
い
。

❹
公
立
、私
立
の
選
択
が
で
き
る
よ
う

地
域
内
に
複
数
の
保
育
所
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

右
の
選
定
基
準
を
基
に
、民
営
化
の
対
象

と
な
る
保
育
所
を
選
定
し
ま
し
た
。

◉
漆
田
保
育
園（
東
赤
石
一
丁
目
62
番
地
）

　　

民
間
保
育
所
に
な
っ
た
ら

❖
入
園
申
込

公
立
保
育
と
同
様
に
、市
職
員
と
保
護

者
、児
童
と
の
対
面
形
式
で
行
い
ま
す
。

❖
保
育
料

公
立
保
育
と
同
様
に
、市
が
基
準
額
表

を
基
に
決
定
し
、徴
収
し
ま
す
。

❖
特
別
保
育

長
時
間
保
育
、一
時
保
育
な
ど
の
料
金

は
実
費
徴
収
と
な
り
ま
す
。（
公
立
保
育

と
別
額
の
場
合
あ
り
）ま
た
、民
間
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
を
設
定
し
た
場
合
は
、別

途
徴
収
と
な
り
ま
す
。

❖
園
児
服

運
営
法
人
決
定
後
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

❖
入
所
承
諾

就
労
の
状
況
や
通
園
地
区
な
ど
の
状
況

に
よ
り
１
年
ご
と
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

申
込
者
多
数
の
場
合
、公
立
保
育
と
同

様
に
転
園
を
お
願
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

❖
保
育
士
配
置

移
管
前
に
、市
保

育
士
と
法
人
保
育

士
が
一
緒
に
保
育
す
る
引
継
ぎ
を
１
年

間
程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。

民
営
化
後
は
、運
営
法
人
の
職
員（
保
育

士
）で
保
育
し
ま
す
。

　

民
営
化
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

❖
平
成
24
年
度

　

・
漆
田
保
育
園
移
管
法
人
選
定
委
員
会

　
　

設
立

　
　
（
保
護
者
も
構
成
委
員
に
含
む
）

　

・
移
管
法
人
の
募
集
、
決
定

❖
平
成
25
年
度

　

・
移
管
法
人
と
の
引
継
ぎ

　

・
移
管
に
係
る
覚
書
締
結

❖
平
成
26
年
４
月

　

・
漆
田
保
育
園
民
営
化
ス
タ
ー
ト

■ ぐるりんバスの時刻表
を改正します

　市民の皆さんに親しまれている「ぐるりんバス」
は、より利用しやすいコミュニティバスを目指し、
時刻表の一部改正と童浦線沿線上のバス停の新設と
一部バス停の名称変更を行います。　　　　　　

今回の改正により、各バス停留所出発時間の
変更がありますので、ご利用の際は、必ずバス停発
車時刻をご確認くださ
い。詳しくは、この号の
広報たはらとあわせて各
ご家庭へお配りする交通
案内チラシをご確認くだ
さい。

◦新設するバス停
　童浦線　「笠山公園」　（笠山公園付近）
◦名称変更となるバス停
　童浦線　「吉胡台→シェルマよしご」

▶市民協働課☎２３局３５０４

◦漆田保育園
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指
揮
隊
は
、
左
の
写
真
の
よ
う
に
災
害

現
場
周
辺
で
現
場
指
揮
本
部
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
関
係
者
の
方
は
、
現
場
指
揮
本

部
へ
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
指
揮
隊
の
紹
介

　

今
年
度
か
ら
消
防
署
に
新
し
く
指
揮
係

が
誕
生
し
ま
し
た
。
主
な
仕
事
は
、
災
害

現
場
に
お
け
る
指
揮
隊
と
し
て
の
活
動
と

通
信
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
災
害
現

場
に
消
防
車
・
救
急

車
と
と
も
に
緊
急
走

行
を
し
て
い
る
赤
い

ワ
ゴ
ン
車
が
指
揮
隊

で
す
。

　

指
揮
隊
は
指
揮
隊
長
以
下
３
名
で
構
成

し
、
市
内
全
域
の
火
災
・
救
助
・
特
殊
な

災
害
事
案
な
ど
に
出
動
し
ま
す
。
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
災
害
実
態

や
被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
し
、
現
場
の

部
隊
が
効
果
的
か
つ
円
滑
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
指
揮
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
の
安
全
管
理
や
広
報
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
指
揮
隊
の
活
動
（
例
：
火
災
の
場
合
）

◎
出
動

　

出
動
指
令
が
流

れ
た
ら
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
・
防
火
衣
・

指
揮
隊
ベ
ス
ト･

そ
の
他
必
要
な
携

帯
品
を
身
に
付
け

て
、
車
両
に
乗
り

込
み
ま
す
。

◎
現
場
到
着
ま
で

　

出
動
途
上
の
指

揮
車
の
車
内
で

は
、
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
か
ら
の

無
線
で
情
報
を
得

て
、
活
動
方
針
や

活
動
内
容
な
ど
重

要
項
目
を
判
断
。

出
動
隊
に
無
線
機

を
使
っ
て
情
報
を

伝
え
ま
す
。

◎
現
場

　

現
場
に
到
着
後
、
災
害
の
実
態
や
被
害

状
況
の
把
握
が
で
き
る
安
全
な
場
所
に
、

現
場
指
揮
本
部
を
設
置
。
火
災
の
経
緯
や

要
救
助
者
情
報
を
把
握
す
る
た
め
、
関
係

者
や
目
撃
者

な
ど
を
探
し

て
情
報
収
集

を
行
い
ま
す
。

　

情
報
を
基

に
作
戦
を
練

り
、
火
災
鎮

火
に
向
け
て

適
切
な
場
所

に
消
防
隊
を

配
備
し
ま
す
。

消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い

ここでは、消防活動で使用する資機材を
ご紹介していきます。

◉空気呼吸器

　火災での消火活動、
酸素がない場所や有毒
ガスが発生している場
所での活動が可能とな
る資機材です。

　

▲ ボンベの中に、た
くさんの空気が詰
められています。
ホースでつながれ
たマスクから少し
ずつ空気を吸うこ
とで、酸素がない
場所でも活動する
ことができます。

田原市消防署
指揮隊

田原市消防署
指揮隊
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消
防
団
豆
知
識

　

消
防
団
の
マ
ー

ク
は
、
桜
の
花
が

モ
チ
ー
フ
で
す
。

桜
の
花
は
日
本
の

象
徴
で
あ
り
、
郷

土
愛
護
の
精
神
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
の
花
の
よ
う
に
潔
し
と
い
う

心
意
気
も
表
し
て
い
ま
す
。

▪
消
防
団
に
あ
な
た
の
力
を
！

　

消
防
団
は「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
志
を
持
っ
た

方
々
が
消
防
団
員
と
な

り
、
消
防
・
防
災
に
お
け

る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

︿
ヨ
コ
の
カ
ギ
﹀

①
光
線
の
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
物

質
の
化
学
変
化
を
研
究
す
る
学
問
。○

○
○
○
○
ス
モ
ッ
グ

⑤
息
が
苦
し
く
な
る
こ
と

⑥
雪
景
色
を
見
て
楽
し
む
こ
と
。○

○
○
大
福
、○
○
○
酒

⑧
激
し
く
降
る
雨

⑩
牛
の
肋
骨
あ
た
り
の
肉

⑪
野
鳥
、雄
は
尾
が
長
く
美
し
い
日

本
の
国
鳥

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
６
月
30
日（
土
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
春
号
の
答
え　

ボ
ウ
サ
イ
】

（
応
募
総
数
68
通
中
、正
解
65
通
）

︿
タ
テ
の
カ
ギ
﹀

①
端
午
の
節
句
に
空
を
泳
ぐ
も
の

②
釣
り
糸
に
つ
け
て
水
面
に
浮
か
せ
る
も
の

③
か
た
つ
む
り
の
別
名

④
瓦
と
小
石
、建
物
の
崩
れ
た
残
骸
な
ど
の
こ
と

⑦
神
仏
に
祈
願
し
、吉
凶
を
占
う
た
め
ひ
く
も
の

⑨
う
い
う
い
し
い
こ
と

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑦

⑧

④③

⑤

②①Ａ

B

⑥Ｃ

⑩

⑨Ｄ

⑪Ｅ

て
、
私
た
ち
の
ま
ち
の
安
心
と
安
全
を
守
っ

て
い
ま
す
。

︽
入
団
資
格
︾

❖
田
原
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
満
18
歳
以

上
の
方
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

▼
消
防
課
消
防
係
☎
23
局
４
０
７
３

　

救
命
講
習　

随
時
受
付
中

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
心
肺
蘇
生
法

や
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法
な
ど
を
学
ぶ
講

習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
消
防
署
・
各
分
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
署　
　
　
　
　

☎
23
局
４
０
７
５

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署
☎
45
局
４
１
１
９

▼
消
防
署
渥
美
分
署　

☎
33
局
０
１
１
９
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30
平成24 年６月１日

農
業
者
年
金
「
現
況
届
」

提
出
を
お
忘
れ
な
く

受
付
期
間
は
６
月
29
日
金
ま
で

　

現
況
届
は
、

農
業
者
年
金

を
受
給
す
る

た
め
に
必
要

な
毎
年
の
手

続
き
で
す
。
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て
に

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

平
成
23
年
７
月
１
日
以
降
の
裁
定
者
お
よ

び
支
給
停
止
解
除
者
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
現
況
届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●
提
出
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
内
）

　

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

　

渥
美
支
所
市
民
生
活
課

●
現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
農
業
者
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

死
亡
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
死
亡
届

を
提
出
し
て
い
な
い
ご
遺
族
の
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
至
急
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

確
定
の
お
知
ら
せ

　

田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

24
年
１
月
１
日
現
在
で
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
の
縦
覧
を
行
い
、

投
票
区
ご
と
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
者
数
を
、
３
月
31
日
に
確
定
し

ま
し
た
。

（
左
表
参
照
）

７
月
は
「
耕
起
月
間
」
で
す

耕
作
放
棄
地
の
解
消
・
予
防
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

農
地
は
、
一
度
遊
休
地
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
再
び
利
用
す
る
た
め
に
相
当
な
労

力
や
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
病

害
虫
が
発
生
し
た
り
、
環
境
へ
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

農
業
委
員
会
で
は
、田
植
え
前
の
４
月
、

病
害
虫
発
生
前
の
７
月
、
雑
草
の
種
が
飛

散
す
る
10
月
を
「
耕
起
月
間
」
と
定
め
、

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
農

地
は
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
、
適
正
な
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

投票区名 男 女 計 世帯数
東部 137 115 252 108

童浦 120 108 228 98

童浦第２ 94 85 179 79

大久保 129 110 239 90

中部 138 117 255 129

神戸 264 229 493 181

大草 78 68 146 54

野田 183 147 330 136

野田第２ 99 96 195 80

六連 144 134 278 92

高松 163 149 312 106

赤羽根 211 193 404 147

若戸 259 240 499 179

泉 208 184 392 140

伊川津 109 103 212 86

清田 187 156 343 130

福江 223 193 416 141

中山 287 262 549 182

小中山 203 187 390 137

亀山 165 144 309 106

伊良湖 100 104 204 70

堀切 266 233 499 172

和地 171 165 336 111

計 3,938 3,522 7,460 2,754

▪農業委員会委員選挙人名簿登載者数

☎23局3519／FAX22局3817
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納
税
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

農
地
に
は
相
続
税
納
税
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す

　

平
成
21
年
12
月
15
日
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
自
ら
が
農
業
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
市
街
化
区
域
外
の
農
地
に

限
り
、
農
地
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
こ
の
制
度
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
12
月
14
日

以
前
に
、
相
続
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
農

地
に
つ
い
て
、
相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度

の
適
用
を
受

け
て
い
る
方

も
、
市
街
化

区
域
外
の
農

地
に
限
り
、

農
地
の
貸
し

付
け
を
行
っ

た
場
合
で

も
、
納
税
猶

予
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

●
納
税
猶
予
を
受
け
る
た
め
の
要
件

◦
相
続
し
た
農
地
に
つ
い
て
自
ら
農
業
を

行
う
こ
と
、
ま
た
は
農
地
の
貸
し
付
け

を
行
う
こ
と

●
猶
予
税
額
の
免
除
要
件

◦
相
続
人
が
死
亡
し
た
場
合

農
地
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Q
農
地
を
借
り
る
場
合
の
金
額
の
目
安
は

あ
り
ま
す
か
？

A
平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
、
従

来
、
農
業
委
員
会
で
定
め
て
い
た
標
準

小
作
料
の
制
度
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
農
地
の
賃
借
料
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

金
額
な
ど
は
農

業
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q
農
地
を
相
続
す
る
場
合
に
は
農
地
法
の

許
可
が
必
要
で
す
か
？

A
農
地
法
第
３
条
の
許
可
対
象
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
売
買
契
約
、
賃
貸
借
契
約

な
ど
の
法
律
行
為
に
基
づ
く
所
有
権
移

転
や
賃
貸
借
な
ど
の
設
定
ま
た
は
移
転

で
す
。
相
続
の
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
の
許
可
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
農
地
の

権
利
を
取

得
し
た
場
合

は
、
農
業
委

員
会
に
届
出

を
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
23
年
度

農
業
委
員
会
審
査
件
数

農
地
法
に
か
か
わ
る
手
続
き
な
ど

●
農
地
法
第
３
条
関
係

農
地
な
ど
に
つ
い
て
、
権
利
の
設
定
ま

た
は
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
の
手
続

き
●
農
地
法
第
４
条
関
係

自
己
所
有
の
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途

に
す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
地
法
第
５
条
関
係

農
地
な
ど
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る

た
め
の
権
利
の
設
定
ま
た
は
所
有
権
を

移
転
す
る
場
合
の
手
続
き

　
●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

農
作
業
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
農
作
業
を
し
た

後
、
道
路
に
出
る
と
き
は
、
道
路
に
土
を

落
と
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
は
多
く
の
方
が
利
用
し
ま
す
の
で
、

最
低
限
の
マ
ナ
ー
は
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
堆
肥
は
畑
に
放
置
せ
ず
、
早
期

に
土
に
す
き
込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

種
別

件
数

面
積

売
買

61

９
万
７
５
６
４
㎡

交
換

35

３
万
５
６
３
７
㎡

贈
与

26

４
万
８
１
５
７
㎡

賃
貸
借

7

１
万
５
０
５
３
㎡

使
用
貸
借

12

８
万
１
５
５
９
㎡

そ
の
他

５

１
万
７
６
３
５
㎡

計

146

29
万
５
６
０
５
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

７

４
８
９
６
㎡

届
出

９

７
７
６
５
㎡

計

16

１
万
２
６
６
１
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

37

12
万　

７
８
８
㎡

届
出

25

１
万
１
９
０
６
㎡

計

62

13
万
２
６
９
４
㎡

種
別

件
数

面
積

売
買

116

13
万
８
９
１
０
㎡

貸
借

485

134
万
６
０
７
６
㎡

計

601

148
万
４
９
８
６
㎡
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

4

5

　

農
業
祭
が
サ
ン
テ
パル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
、約

１
万
５
０
０
０
名
が
来
園
し
ま
し
た
。会
場
に
は
、地

元
産
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
な
ど
が
手
ご
ろ
な
価
格

で
並
び
ま
し
た
。ま
た
、地
元
産
キ
ャ
ベツ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
コ
ロッ
ケ「
キ
ャ
ベコ
ロ
」の
食
べ
比
べ
に
は
、

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

地
元
が
誇
る

農
産
物
が
い
っ
ぱ
い

４
月
29
日［
祝
］

▲６つの味が用意されたキャベコロ。一番人気はツナマヨ味でした

　

ミ
ツ
バ
チ
観
察
会
が
田
原
東
部
小
学
校
で
行
わ

れ
、５
年
生
41
名
が
参
加
し
ま
し
た
。菜
の
花
栽
培

を
通
じ
て
資
源
循
環
な
ど
を
学
ぶ
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
授
業
。児
童
た
ち
は
、ミ

ツ
バ
チ
が
菜
の
花
の
受
粉
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

菜
の
花
と
共
存
す
る

ミ
ツ
バ
チ
た
ち

５
月
１
日［
火
］

▲ミツバチの巣枠を観察する児童たち。講師は、特定非営利活動法人田
原菜の花エコネットワークの会員と養蜂園の方が務めました

　

鎧よ
ろ
い
を
着
て
み
よ
う
が
田
原
市
博
物
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。現
代
の
鎧
師
が
作
成
し
た
鎧
を
着
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、親
子
な
ど
19
名
が
参
加
。鎧

の
重
さ
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、貴
重
な
体
験

に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、思
い
思
い
の
ポ
ー
ズ
で
記
念

撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。

戦
国
武
将
に
変
身

は
い
！
ポ
ー
ズ
！

５
月
５
日［
祝
］

▲鎧を着ると、戦国武将の凛 し々さが漂います
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

4

5

　

地
震
津
波
対
応
避
難
訓
練
が
堀
切
小
学
校
で
行

わ
れ
、全
校
児
童
１
０
５
名
と
保
護
者
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。訓
練
は
、地
震
に
よ
る
津
波
が
発
生

し
た
こ
と
を
想
定
し
、昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。児
童
た
ち
は
、地
震
発
生
の
校
内
放
送
を
聞

き
、１
・
５
㎞
先
の
渥
美
運
動
公
園（
標
高
27
ｍ
）へ

避
難
を
開
始
。安
全
に
避
難
で
き
る
時
間
の
目
安
、

15
分
以
内
の
到
着
を
目
指
し
、全
力
疾
走
し
ま
し

た
。週
３
回
の
持
久
走
訓
練
に
よ
る
体
力
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
児
童
た
ち
。ほ
ぼ
全
員
が
目
標
時

間
内
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
震
だ
！
津
波
だ
！

す
ぐ
避
難
！

５
月
10
日［
木
］

▲避難路を確認しながら、渥美運動公園に向かって走る堀切小の児童たち

　
「
ち
び
っ
子
消
防
隊
」お
披
露
目
会
が
大
草
保
育

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
、園
児
た
ち
が
着
た

の
は
、長
年
の
消
防
活
動
で
破
れ
た
り
、穴
が
開
い

た
り
し
た
消
防
署
員
の
消
防
服
を
有
効
活
用
し
よ

う
と
、子
ど
も
用
消
防
服
と
し
て
作
り
直
さ
れ
た

も
の
で
す
。今
後
は
、防
火
パ
レ
ー
ド
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ぼ
く
た
ち
私
た
ち
は

小
さ
な
消
防
隊
！

４
月
19
日［
木
］

▲子ども用消防服を着る園児たち。左から救急服、活動服、救助服で、田原市防火協会の支援を受けて製作されました
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次
の
方
々
が
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

称
え
ら
れ
、叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
24
年
春
の
叙
勲

▪
瑞ず

い
ほ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

宝
小
綬
章

川
口
侃た

だ
し

（
元
公
立
高
校
長
／
教
育
功
労

／
小
中
山
町
）

※
教
育
分
野
に
ご
尽
力

■
第
18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▪
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

井
上
敦あ

つ
し

（
元
愛
知
県
警
部
／
警
察
功
労

／
田
原
町
）

※
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
ご
尽
力

▪
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
７
月
22
日
（
日
）　

▼
場
所
＝

市
役
所
（
講
堂
［
南
庁
舎
６
階
］
ほ
か
）

▼
試
験
内
容
＝
教
養
試
験・作
文
試
験
（
技

術
職
以
外
）・
専
門
試
験
（
技
術
職
の
み
）・

事
務
適
性
検
査
（
消
防
職
は
消
防
適
性

検
査
）・職
場
適
応
性
検
査（
消
防
職
以
外
）

▪
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
を
実
施
（
消
防
職
は
体
力
測
定
も

実
施
）
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通
知

▪
申
し
込
み

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、持
参
ま
た
は
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
／
募
集
要
項
、受
験
申
込
書
な
ど
は

市
役
所
人
事
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

▪
受
付
期
間

　

６
月
１
日（
金
）～
22
日（
金
）／
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

／
郵
送
は
６
月
22
日（
金
）消
印
有
効

▪
そ
の
他

◦
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方
、
外
国
籍
の
方
で
永
住

者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
の

な
い
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◦
採
用
後
の
給
与
は「
田
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
支
給
し

ま
す
。

◦
外
国
籍
の
方
は
、
採
用
後
の
任
用
に
一

部
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

叙
勲

■田原市職員（平成25年４月１日採用予定）募集内容

募集職種 採用予定
人数 資格要件

事務職 5名程度 昭和 59 年 4 月 2 日以降に生まれた方

事務職
（身体障害者対象）※１ 2名程度 昭和 49 年 4 月 2 日以降に生まれた方

技術職（土木） 2名程度 昭和 59 年 4 月 2 日以降に生まれた方

技術職
（土木・有資格者） 1名程度 昭和 49 年 4 月 2 日以降に生まれた方で

1 級土木施工管理技士の資格を有する方

技術職（保健師） 2名程度
昭和 59 年 4 月 2 日以降に生まれた
方で、保健師資格を有する方または平成
25 年 3 月末日までに取得見込みの方

保育職（新卒など） 3名程度
昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた方で
保育士資格を有する方または平成 25 年
3 月末日までに取得見込み※２の方

保育職（社会人） 2名程度
昭和 34 年 4 月 2 日から昭和 62 年 4
月 1 日までに生まれた方で、保育士資
格を有する方

消防職 5名程度 昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた方

消防職（救急救命士） 1名程度
昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、
救急救命士資格を有する方または平成 25
年 3 月末日までに受験資格取得見込みの方

※１…身体障害者手帳を所持している方で、活字印刷文による筆記試験および口頭試問試
験に対応でき、介護者なしに職務遂行が可能な方が受験できます。申し込みの際、身体
障害者手帳などの写しを提出してください。

※２…大学・短大の幼児教育科などの指定保育士養成施設で修学していない保育職の受験希
望者は、受験時点で保育士の資格を取得していなければ、受験することはできません。

田
原
市
職
員

（
平
成
25
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）
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▼
募
集
人
員
＝
【
通
常
期
】
若
干
名
【
夏

休
み
期
間︵
７
月
21
日
圡
～
８
月
31
日
㊎
︶】

10
名
程
度　

▼
対
象
＝
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
方
①
保
育
士
資
格
ま
た
は

幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の

方
②
児
童
の
指
導
に
熱
意
と
理
解
が
あ
り
、

心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
勤
務
場
所
＝

市
内
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
放
課
後
子
ど
も

教
室
（
住
所
地
な
ど
を
考
慮
）　
▼
勤
務
形

態
＝
週
３
～
４
日
勤
務
／
午
後
１
時
30
分

～
６
時
（
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
時
お
よ

び
第
２
・
第
４
土
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後

１
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
～
６
時
、
午

前
８
時
～
午
後
６
時
の
交
代
勤
務
／
隔
週

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

を
除
く
）　
▼
賃
金
＝
時
給
９
４
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
６
月
22
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
直
接
提
出

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

市
の
業
務
を
客
観
的
に
評
価
す
る
、
市

民
評
価
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
評
価

（
試
行
）
は
、
学
識
経
験
者
と
市
民
公
募

委
員
に
よ
っ
て
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

で
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
募

集
人
員
＝
５
名
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
選
考
に
よ
り
決
定
）　

▼
申
し
込
み

＝
６
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
政
策
推
進
課

に
あ
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
郵
送
に
て　

▼
そ
の
他
＝
無
報
酬
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
８
月
～
９
月
に
事
前
勉

強
会
を
３
回
程
度
、
９
月
末
ご
ろ
に
市
民

評
価
を
実
施
予
定

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
政
策
推
進
課

（
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
０
６
６
９

　

seisaku@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法

な
ど
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
７
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
30
日（
土
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp　

田
原
市
臨
時
職
員（
児
童
ク
ラ
ブ・

放
課
後
子
ど
も
教
室
指
導
員
）

市
民
評
価
委
員

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

◉大会日時　　11月18日㊐　午前９時～午後１時ごろ
◉大会コース　スタート（道の駅伊良湖クリスタルポルト）～ゴール（はなとき通り）
◉応募資格　　市内在住・在勤・在学の15歳以上の方
　　　　     　※ただし、中学生を除きます。高校生は保護者の承諾が必要です。

◉活動日時　　11月18日㊐　午前７時30分～午後2時30分ごろ（実活動は1時間程度）
◉活動内容　　コース（沿道）の整理、カラーコーンの設置・撤去、会場整理、看板持ちなど
◉募集人員　　800名（先着順）
◉募集期間　　7月31日㊋まで（必着）
◉応募方法　　申込用紙に必要事項を記入のうえ、持参または郵送・ＦＡＸ・Eメールにて

（申込用紙は、生涯学習課、田原・赤羽根・
渥美文化会館、渥美運動公園、各市民館で
配付するほか、市ホームページからダウ
ンロード可）

◉そ の 他　　当日は主催者でボランティア保険に加入

※詳細は、申込用紙に添付の資料をご覧ください。

市民ボランティア800名を大募集！
【田原市で開催】中部・北陸実業団駅伝大会

【申し込み・問い合わせ先】
▶生涯学習課　実業団駅伝担当
〒441－3492（住所不要）
☎23局3531　　22局3811
 　syogaku@city.tahara.aichi.jp
 　http：//www.city.tahara.aichi.jp/

　中部・北陸のトップアスリートの実業団チームが田原市に
集結し、熱く華やかなレースを繰り広げます。
　皆さんの参加でさらに大会を盛り上げるため、市民ボラン
ティアを募集します。
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田
原
ま
ち
な
か
研
究
会
で
は
、
田
原
中

心
市
街
地
の
活
性
化
の
推
進
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。「
ま
ち
な
か
」
を
賑
や
か

に
す
る
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方　

▼
募
集
人
員
＝
10
名
程
度（
申
込
多
数
の

場
合
は
選
考
に
よ
り
決
定
）　
▼
任
期
＝
７

月
～
平
成
25
年
３
月　

▼
申
し
込
み
＝
６

月
29
日（
金
）ま
で
に
街
づ
く
り
推
進
課
に

あ
る
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に

て　

▼
そ
の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

／
研
究
会
は
月
に
１
回
程
度
、午
後
７
時
か

ら
の
予
定

▼
街
づ
く
り
推
進
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

m
achi@

city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

男
女
関
係
な
く
、
自
分
ら
し
く
活
躍
さ

れ
る
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

▪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
概
要

◦
主
催
＝
田
原
市

男
女
共
同
参
画

推
進
懇
話
会

◦
開
催
日
＝
８
月

26
日
（
日
）

◦
場
所
＝
田
原
文

化
会
館
多
目
的

ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー
ほ
か

▼
応
募
資
格
＝
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

資
す
る
活
動
ま
た
は
自
己
実
現
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人　

▼
参
加
内
容

＝
パ
ネ
ル
展
示
、バ
ザ
ー
、教
室
、ス
テ
ー

ジ
発
表
、
交
流
会
な
ど　

▼
申
し
込
み
＝

６
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に

あ
る
申
込
書
（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
・
郵
送
に
て　

▼
そ
の
他
＝
事
前
打
合

せ
会
議
あ
り

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
な
ど
の
照
明
を

消
す
、「
た
は
ら
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

２
０
１
２
夏
」
へ
の
参
加
事
業
所
を
募
集

し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
安
定
し
た
電
力

供
給
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
事
業
所
、
公
共
施
設
な
ど

▼
内
容
＝
６
月
21
日
（
木
）
～
８
月
31
日

（
金
）
の
期
間
、
施
設
照
明
な
ど
を
消
灯

▼
申
し
込
み
＝
エ
コ
エ
ネ
推
進
課
に
あ
る

登
録
票
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
、
消
灯
す
る
施
設
名
や
消

灯
で
き
る
時
間
な
ど
を
記
入
の
う
え
、
６

月
18
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に
て　

▼
そ
の
他
＝
参

加
事
業
所
数
な
ど
の
実
施
状
況
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
期
日
／
時
間
／
受
講

料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
定
員
＝
い
ず
れ
も
20
名
（
先

着
順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ

ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希
望
コ

ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を
明
記
）

※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・
申
し
込

み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
２
コ
ー

ス
ま
で
申
し
込
み
可

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

田
原
ま
ち
な
か
研
究
会　

会
員

第
５
回
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

■パソコン教室
コース 期日 時間 受講料

はじめての方の
パソコン入門 7／18氺・20金・25氺・27金 13:30～16:30 無料

はじめてのインターネット
電子メール 7／18氺・20金　 　9:30～11:30 無料

文書作成初級 7／4氺・6金・11氺・13金 9:30～11:30 1,000円

表計算初級 7／4氺・6金・11氺・13金 13:30～15:30 1,000円

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007、Excel2007、IBMホームページビルダー13

▲昨年の様子

た
は
ら
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

２
０
１
２
夏　

参
加
事
業
所
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入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

進
路
選
択
の
参
考
と
な
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
授
業
の
一
部
を

楽
し
く
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

▼
日
時
／
内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
前

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
23
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

　

介
護
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
課
題
で

す
。
皆
さ
ん
が
介
護
や
福
祉
に
つ
い
て
、
楽

し
く
学
べ
る
入
門
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

介
護
や
福
祉
に
つい
て
興
味
の
あ
る
方　

▼
開
講
日
＝
８
月
１
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）

の
ほ
ぼ
毎
週
水
・
金
曜
日　

▼
場
所
＝
田

原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
40
名
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
▼
受
講
料
＝

無
料
（
別
途
、
教
材
費
・
修
学
旅
行
費
用

が
必
要
）　
▼
申
し
込
み
＝
６
月
６
日
（
水
）

～
７
月
６
日
（
金
）
の
期
間
に
、
田
原
福

祉
専
門
学
校
に
あ
る
申
込
書
（
市
お
よ
び

田
原
福
祉
専
門
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
直
接
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方　

▼
日
時
＝
６

月
12
日
（
火
）
か
ら
毎
月
第
２
・
４
火
曜

日
／
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分　

▼
場

所
＝
野
田
中
学
校
体
育
館　

▼
参
加
費
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
申

し
込
み
後
は
、
随
時
参
加
可

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
技

能
を
専
門
家
か
ら
学
び
ま
す
。

▼
期
日
／
内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
会
場

＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室　

▼
講

師
＝
益
川
浩
一
氏
（
岐
阜
大
学
准
教
授
）

▼
定
員
＝
40
名
程
度
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
６
月
20
日（
水
）ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
わ
た
し
の
夢
［
活
動
し
た
い
こ

と
］
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
①
高
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
（
４
月
１

日
現
在
）
②
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
高
校

を
卒
業
見
込
み
の
方　

な
ど　

▼
試
験
日

＝
【
第
１
次
試
験
】
９
月
９
日
（
日
）　

▼
申
込
期
間
＝
６
月
26
日
（
火
）
～
７
月

５
日
（
木
）　

▼
申
し
込
み
＝
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）
／

郵
送
・
直
接
も
可　

▼
そ
の
他
＝
採
用
後
、

税
務
大
学
校
名
古
屋
研
修
所
に
12
か
月
間

入
校
。（
研
修
期
間
中
は
、
国
家
公
務
員

と
し
て
の
給
与
支
給
）
／
卒
業
後
は
、
名

古
屋
国
税
局
管
内
の
税
務
署
に
配
属

▼
名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

☎（
０
５
２
）９
５
１
局
３
５
１
１

田
原
福
祉
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

参
加
者

介
護
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ　

受
講
生

地
域
夢
づ
く
り
講
座　

受
講
生

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者

日時 内容
  6／23土13：30～ 学校見学、座談会

  7／22日13：30～ 福祉レクリエーションスポーツ体験
福祉文化活動体験（音楽療法）、座談会

  8／  3金10：00～ 模擬授業（調理実習、介護技術）、座談会
※昼食を兼ねた嚥下（えんげ）食試食

  8／11土13：30～ 車いすレクリエーション体験
福祉文化活動体験（演劇）、座談会

  8／26日13：30～ 授業説明、授業体験（移動介助など）、座談会
  9／  9日13：30～ 入試説明会
10／20土10：00～ 学校見学会　※学園祭（たっぷく祭）開催中
Ｈ25／
  3／16土13：30～ 学校見学会

■田原福祉専門学校オープンキャンパス

期日 内容

  7／  8日
13：30～16：30

「出番です★地域があなたを待っている理由」
自らの学びや経験を地域社会に生かすメリットとニーズ
に迫ります。

  8／18土
13：30～16：30

『聞いてみよう★地域活動最前線』
県内で積極的に活動する方々からのお話を伺います。

  9／  9日
13：30～16：30

「デザインしよう★私の地域夢づくり」
基礎を学び、私の夢づくりプランをデザインします。

12／15土
10：00～12：00

「実践から学ぼう★みんなの地域夢づくり」
みんなの地域夢づくりプラン実践を聞いて学びます。

13：30～16：30 「考えよう★これからの地域夢づくり」
活動を楽しく続けられる地域夢づくりを考えます。

■地域夢づくり講座

名
古
屋
国
税
局
税
務
職
員
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▼
対
象
＝
在
職
者
の
方
で
旋
盤
な
ど
の
基

本
操
作
を
習
得
し
た
い
方　

▼
日
時
＝
７

月
28
日
（
土
）・
８
月
４
日
（
土
）
／
い

ず
れ
も
午
前
９
時
～　

▼
場
所
＝
愛
知
県

立
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校
▼
定
員
＝
15

名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼

受
講
料
＝
２
３
０
０
円　

▼
申
し
込
み

＝
６
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.aichi.jp/
shugyo/koukyou/higasim

i/

）
か
ら

受
講
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
提
出

▼
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
０
１
８

　

若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
を
目
的
に
、

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
方

で
、
高
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方　

▼
取
得
目
標
＝

電
気
主
任
技
術
者（
第
３
種
）、
電
気
工
事

士（
第
１
種
・
第
２
種
）な
ど　

▼
訓
練
期

間
＝
10
月
～
平
成
26
年
９
月　

▼
定
員

＝
15
名
（
先
着
順
）　

▼
授
業
料
＝
年
間

39
万
円（
別
途
教
科
書
、作
業
服
な
ど
諸
経

費
必
要
）　

▼
受
験
料
＝
１
万
８
０
０
０

円　

▼
選
考
方
法
＝
小
テ
ス
ト
（
数
学

Ⅰ
）・
小
論
文
・
面
接　

▼
申
し
込
み
＝

７
月
２
日
（
月
）
～
９
月
19
日
（
水
）
の

期
間
に
電
話
に
て

▼
東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
附
属
浜
松

職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務
援
助
課

☎（
０
５
３
）４
４
１
局
４
４
４
４

　

http://w
w

w
3.jeed.or.jp/shizuoka/

college/

　

脳
卒
中
、心
臓
病
、
が
ん
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
予
防
と
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◦
対
象
の
方
に
は
５
月
に
受
診
券
を
発
送

済
で
す
。

◦
今
年
度
新
た
に
各
種
検
診
の
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は
特
定
健
診

（
医
療
保
険
者
に
よ
る
検
診
）
と
同
時

に
検
査
で
き
ま
す
。
併
せ
て
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く

は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
成
人
健
康
ガ

イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
田
原
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

▪
お
詫
び
と
訂
正

　

５
月
上
旬
に
健
康
課
か
ら
発
送
し
た
「
平
成

24
年
度 

女
性
の
た
め
の
が
ん
検
診
無
料
受
診

券
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

◎
子
宮
が
ん
検
診
　
北
山
医
院 

受
付
時
間

　

正
…
午
後
２
時
30
分
～
３
時

　

誤
…
午
後
２
時
～
２
時
30
分

健
康
診
断（
無
料
）を

受
け
ま
し
ょ
う
！

健診名 対象者 実施期間 実施場所
住民結核・肺がん検診 40 歳以上の方　 ５月～7月 検診車

胃がん検診 35 歳以上の方 ６月～１月
渥美病院（健康管理センター）
検診車

大腸がん検診 35 歳以上の方
6月～1月

市内指定医療機関

がん検診推進事業 クーポン券対象者
41･46･51･56･61歳の方 検診車

乳がん検診

30 歳代の偶数年齢の女性
昨年度未受診の方

6月～1月

渥美病院（健康管理センター）

40 歳以上の偶数年齢の女性
昨年度未受診の方 渥美病院（健康管理センター）

検診車
がん検診推進事業 クーポン券対象者

41･46･51･56･61歳の方

子宮がん検診 20 歳以上の偶数年齢の女性
昨年度未受診の方

6月～1月
市内指定医療機関（婦人科）
渥美病院（健康管理センター）
検診車がん検診推進事業 クーポン券対象者

21･26･31･36･41歳の女性

前立腺がん検診 50･55･60･65･70歳の男性 6月～12月 市内指定医療機関

肝炎ウイルス検診 41歳以上の方で過去に同検査
を受けたことがない方 6月～12月 市内指定医療機関

歯周疾患検診 20･25･30･35･40･45･
50･55･60･65･70歳の方 6月～１月 市内指定歯科医院

骨粗しょう症検診 40･45･50･55･60･65･
70 歳の女性 8月、9月 あつみライフランド

田原福祉センター

健康応援健診 35 ～ 39 歳の方 6月～12月 市内指定医療機関
※乳がん検診・子宮がん検診は平成 23 年度から２年に１回になりました。

■平成24年度各種健康診断（対象年齢は平成25年４月１日時点）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
機
械
加
工
基
本
コ
ー
ス
」受
講
生

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練

「
電
気
技
術
科
」　

８
期
生
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公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申
出
実
績

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。
一
件
の
請
求

に
つ
い
て
複
数
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
請
求
件
数
と
決
定
件
数
は
一
致

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
開
示
の
請
求

■
開
示
の
申
出

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績
お
よ

び
開
示
請
求
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績

■
開
示
の
請
求

▼
総
務
課

☎
23
局
３
７
２
８　

23
局
０
１
８
０

▪
朝
食
は
毎
日
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う
！

　

朝
食
を
食
べ
な
い
と
、
午
前
中
、
か
ら

だ
は
動
い
て
も
頭
は
ボ
ン
ヤ
リ
し
が
ち
で

す
。
朝
食
は
一
日
を
活
動
的
に
い
き
い
き

と
過
ご
す
た
め
の
大
事
な
ス
イ
ッ
チ
で

す
。
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ブ
ド
ウ
糖
を

朝
食
で
し
っ
か
り
補
給
し
、
脳
と
か
ら
だ

を
し
っ
か
り
目
覚
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▪
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
事
を

　

県
で
は
、「
食
育
の
日
」

で
あ
る
毎
月
19
日
を
「
お

う
ち
で
ご
は
ん
の
日
」
と

し
、
早
め
に
帰
宅
し
て
、
家
族
や
友
人
と一

緒
に
食
卓
を
囲
む
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。

　

毎
日
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

月
に
１
回
か
ら
で
も
、
家
族
や
友
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

市
が
作
成
す
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
農
業
者
を
対
象
に
、

今
年
度
か
ら
始
め
る
事
業
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
15
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
文
化
会
館

文
化
ホ
ー
ル　

▼
対
象
事
業
＝
①
新
規
就

農
支
援
事
業
（
青
年
就
農
給
付
金
）
②
農

地
集
積
協
力
金
（
経
営
転
換
協
力
金
、
分

散
錯さ

く
ほ圃
解
消
協
力
金
）
③
農
業
経
営
基
盤

強
化
資
金
（
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
）
の
金
利

負
担
軽
減

※
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
農

水
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.maff.

go.jp/j/keiei/koukai/hito_nouchi_plan.htm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
対
象
＝
戸
別
所
得
補
償
の
対
象
と
な
る

作
物
（
米
、
飼
料
用
米
、
麦
、
大
豆
、
飼

料
作
物
［
水
田
作
］、
野
菜
［
水
田
作
］

米
粉
用
米
、
な
た
ね
な
ど
）
を
生
産
数
量

目
標
に
従
っ
て
生
産
す
る
販
売
農
家
の
方

▼
開
催
日
／
場
所
＝
【
６
月
８
日
（
金
）】

渥
美
支
所
４
０
１
会
議
室
【
６
月
11
日

（
月
）】
田
原
市
役
所
３
０
０
会
議
室
【
６

月
12
日
（
火
）】
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
赤

羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）　

▼
受
付
時
間

＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
内
容
＝
交
付
申
請
書
な
ど
申
請
に
必
要

な
書
類
の
受
付
（
印
鑑
、
交
付
金
振
込
先

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況

請
求
者
数

17
人

請
求
件
数

18
件

決
定
件
数

21
件

全
部
開
示　
　

※
１

15
件

部
分
開
示　
　

※
２

３
件

非
開
示

０
件

不
存
在

３
件

不
服
申
し
立
て

０
件

申
出
者
数

２
人

申
出
件
数

２
件

全
部
開
示　
　

※
１

１
件

不
存
在　
　

１
件

平
成
23
年
度

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

平
成
23
年
度

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
２
件

教
育
委
員
会

２
件

選
挙
管
理
委
員
会

３
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

３
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

３
件

議
会

０
件

請
求
者
数

０
人

請
求
件
数

０
件

【
※
１
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の
全
部
を
開
示

【
※
２
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の
う
ち
、個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
開
示
で
き
な
い
一
部
を
除
い
て

開
示

６
月
は
食
育
月
間

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

加
入
申
請
受
付
会

農
政
関
連
新
事
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
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来
年
度
に
小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予

定
で
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
養
護
学
校

の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
験

入
学
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
、
直
接
電
話
で
各
学
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
豊
橋
養
護
学
校
（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

▼
期
日
＝【
小
・
中
学
部
】６
月
29
日（
金
）、

10
月
26
日
（
金
）　

▼
対
象
＝
手
足
の
不

自
由
な
お
子
さ
ん

▪
豊
川
養
護
学
校
（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

▼
期
日
＝
【
小
学
部
】
７
月
23
日
（
月
）、

10
月
29
日（
月
）【
中
学
部
】７
月
24
日（
火
）

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
聾
学
校
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45
局
２
０
４
９

　
（
０
５
３
２
）47
局
７
５
４
５

▼
期
日
＝
【
高
等
部
】
６
月
22
日
（
金
）

▼
対
象
＝
聞
こ
え
や
こ
と
ば
に
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん

▪
大
府
養
護
学
校
（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）48
局
５
３
１
１

▼
期
日
＝
【
小
・
中
学
部
・
高
等
部
】
10

月
19
日
（
金
）、
11
月
14
日
（
水
）　

▼
対

象
＝
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
に

対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
11
日
（
月
）
～
７
月
５
日

（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

※
土
・

日
曜
日
を
除
く　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
教
育

会
館
（
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
内
）　

▼
内
容
＝
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
用
教

科
書
見
本
の
展
示

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

児
童
手
当
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
受
給
者
や
児
童
の
状
況
を
報
告

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降

の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
を
受
給
者
あ
て

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
＝
６
月
29
日
（
金
）　

▼
そ

の
他
＝
受
給
者
お
よ
び
児
童
の
保
険
証
の

写
し
や
児
童
手
当
用
の
所
得
証
明
書
（
平

成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
し
て
き
た

方
）
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い

た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
「
母
子

家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
」「
後
期
高
齢

者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の

方
に
、
受
給
者
証
更
新
手
続
き
の
案
内
を

順
次
、
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
に
記
入
し
て
あ
る
申
請
受
付
期
間

内
に
、
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支
所
市
民
生
活

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

▪
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保
険
に
変

わ
っ
た
方

　

就
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
田
原
市
の

国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保
険
に
変

わ
っ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の

届
出
が
必
要
で
す
。

▼
必
要
な
も
の
＝
①
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
②
新
し
い
保
険
証
（
い
ず
れ
も
喪
失

す
る
方
全
員
の
も
の
／
コ
ピ
ー
可
）
③
認
め

印
（
世
帯
主
以
外
が
届
出
を
行
う
場
合
）

▪
離
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在
ど
の
健
康
保

険
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

　

国
民
健
康
保
険
への
加
入
が
必
要
で
す
。

▼
必
要
な
も
の
①
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

失
し
た
証
明
ま
た
は
退
職
日
が
分
か
る
書

類
②
認
め
印
（
世
帯
主
以
外
が
届
出
を
行

う
場
合
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

暴
走
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
見
に

行
か
な
い
」

　

愛
知
県
の
暴
走
族
は
、
構
成
員
数
も
多

く
、
暴
走
行
為
の
ほ
か
悪
質
な
犯
罪
を
引

き
起
こ
す
な
ど
、
少
年
非
行
の
悪
化
の
大

き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
を
迎
え
る
と
活
動
が
活

発
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

県
警
察
・
県
・
県
民
・
事
業
者
・
市
町

村
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
暴
走
族
の
い
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

平
成
24
年
度
教
科
書
展
示
会

県
立
養
護
学
校
体
験
入
学

医
療
受
給
者
証
の

更
新
を
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
出
を
お
忘
れ
な
く

６
月
は
暴
走
族
追
放
強
化
月
間

暴
走
族
な
く
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

６
月
29
日
金
ま
で
に
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大
久
保
地
区
宅
地
分
譲
地
（
愛
称
：
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
大
久
保
）の
販
売
時
期
は
、

平
成
25
年
の
春
期
に
な
り
ま
し
た
。
工
事

中
は
何
か
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
７

　

22
局
３
８
１
１

　

東
海
財
務
局
で
は
、
相
続
税
の
物
納
に

よ
り
国
有
と
な
っ
た
土
地
や
、
国
と
し
て

使
用
し
な
く
な
っ
た
庁
舎
跡
地
な
ど
を
売

却
し
て
い
ま
す
。

▼
売
却
地
＝
【
所
在
】
和
地
町
北
山
４
番

29
ほ
か
２
筆【
地
目
】山
林（
現
況
＝
山
林
）

【
面
積
】
10
万
９
８
９
４
・
29
㎡　

▼
入
札

受
付
期
間
＝
６
月
18
日（
月
）～
22
日（
金
）

※
最
低
売
却
価
格
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
東
海
財
務
局
第
四
統
括
部
門　

☎（
０
５
２
）９
５
１
局
１
７
１
０

　

http://tokai.m
of.go.jp/

◉
六
連
校
区

長
上　
　
　
　

中
村
行
秀　

久
美
原　
　
　

大
河
美
仁　

浜
田　
　
　
　

西
山
法
久　

百
　々
　
　
　

谷
川
尚
良　

新
浜　
　
　
　

花
井
博
文　

◉
神
戸
校
区

川
岸　
　
　
　

鈴
木
裕
彦　

漆
田
一
区　
　

大
城
卓
司　

漆
田
二
区　
　

鈴
木
吉
之　

漆
田
三
区　
　

池
堂
健
司　

東
赤
石　
　
　

伴
野　

豊　

サ
ン
コ
ー
ト　

佐
藤
勝
利　

神
戸
市
場　
　

三
浦
道
行　

青
津　
　
　
　

鈴
木
辰
也　

希
望
が
丘　
　

髙
柳
尚
弘　

赤
松　
　
　
　

河
合
正
路　

志
田　
　
　
　

仲
井
孝
充　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

大
谷
弘
隆　

谷
ノ
口　
　
　

鈴
木
克
哉　

東
ヶ
谷　
　
　

大
羽
光
久　

◉
大
草
校
区

大
草　
　
　
　

松
本
信
由　

大
草
団
地　
　

花
井
隆
男　

◉
田
原
東
部
校
区

相
川　
　
　
　

冨
田　

登　

谷
熊　
　
　
　

田
中
信
之　

や
ぐ
ま
台　
　

小
林　

進　

豊
島　
　
　
　

山
口
十
三
郎

　
　
　
　
　
　

河
邉　

守　

御
殿
山　
　
　

加
納
勝
明　

◉
田
原
南
部
校
区

大
久
保　
　
　

渡
部
高
史　

　
　
　
　
　
　

中
神
英
樹　

◉
童
浦
校
区

吉
胡　
　
　
　

岡
田
和
夫　

木
綿
台　
　
　

河
合
禮
子　

吉
胡
台　
　
　

三
浦
一
秋　

浦　
　
　
　
　

鈴
木
常
雄　

　
　
　
　
　
　

中
神
一
郎　

西
浦　
　
　
　

宮
迫
秀
光　

波
瀬　
　
　
　

浜
千
代
豊
幸

光
崎　
　
　
　

伊
藤
大
介　

姫
見
台　
　
　

信
時
忠
志　

片
浜　
　
　
　

山
田　

賢　

片
西　
　
　
　

水
田
一
規　

白
谷　
　
　
　

森
口
日
呂
士

◉
田
原
中
部
校
区

一
番
東　
　
　

藤
代
善
之　

一
番
西　
　
　

永
田
雄
次　

三
番
組　
　
　

庄　

重
次　

四
番
組
西　
　

大
嶋
辰
夫　

四
番
組
東　
　

黄
木
設
雄　

四
番
組
南　
　

高
尾　

洋　

蔵
王
東
ヶ
丘　

樋
口
博
樹　

蔵
王
南
ヶ
丘　

二
川
登
志
夫

萱
町
一
区　
　

藤
江
由
髙　

萱
町
二
区　
　

杉
浦
教
夫　

萱
町
三
区　
　

伊
藤
明
弘　

本
町　
　
　
　

白
井
秀
行　

新
町　
　
　
　

夏
井
一
彦　

◉
衣
笠
校
区

加
治　
　
　
　

目
國
男　

　
　
　
　
　
　

鈴
木
英
昭　

衣
笠　
　
　
　

福
澤
廣
久　

八
軒
家　
　
　

鈴
木
一
成　

藤
七
原　
　
　

藤
城
昌
弘　

鎌
田　
　
　
　

榎
本　

昇　

東
滝
頭　
　
　

村
上　

修　

赤
石　
　
　
　

石
川
久
治　

◉
野
田
校
区

芦　
　
　
　
　

河
合　

洋　

南　
　
　
　
　

鵜
飼
正
則　

彦
田　
　
　
　

亀
田
武
司　

雲
明　
　
　
　

藤
井　

昇　

保
井　
　
　
　

目
光
徳　

東
馬
草　
　
　

河
合
和
貴　

山
ノ
神　
　
　

富
田
作
治　

西
馬
草　
　
　

山
田
正
勝　

今
方　
　
　
　

河
合
宣
典　

北
海
道　
　
　

鵜
飼
智
温　

野
田
市
場　
　

河
合
伸
久　

仁
崎　
　
　
　

加
藤
正
昭　

ほ
る
と
台　
　

増
田　

繁　

◉
高
松
校
区

高
松　
　
　
　

福
井
孝
和　

　
　
　
　
　
　

光
部
吾
一　

◉
赤
羽
根
校
区

赤
羽
根
東　
　

小
林
雅
剛　

赤
羽
根
中　
　

伊
藤
庸
一
郎

赤
羽
根
西　
　

鈴
木
信
次　

◉
若
戸
校
区

池
尻　
　
　
　

山
口
廣
高　

若
見　
　
　
　

本
田　

司　

越
戸　
　
　
　

伊
藤
博
之　

◉
和
地
校
区

和
地
一
色　
　

影
山　

徹　

和
地　
　
　
　

河
合
哲
志　

土
田　
　
　
　

太
田
一
幸　

◉
堀
切
校
区

堀
切　
　
　
　

髙
瀬
幸
治　

小
塩
津　
　
　

中
村
政
春　

◉
伊
良
湖
校
区

伊
良
湖　
　
　

藤
原
裕
泰　

日
出　
　
　
　

小
久
保
郁
夫

◉
亀
山
校
区

亀
山　
　
　
　

井
本
和
義　

西
山　
　
　
　

石
原

男　

◉
中
山
校
区

中
山　
　
　
　

荒
木
孝
明　

　
　
　
　
　
　

石
倉
徹
也　

小
中
山　
　
　

上
村
芳
久　

　
　
　
　
　
　

小
川
清
治　

◉
福
江
校
区

長
沢　
　
　
　

小
林
広
茂　

福
江　
　
　
　

宮
川

洋　

　
　
　
　
　
　

木
戸
良
典　

保
美　
　
　
　

藤
井
伸
夫　

　
　
　
　
　
　

目　

満　

向
山　
　
　
　

片
山
久
広　

◉
清
田
校
区

山
田　
　
　
　

高
橋
信
利　

高
木　
　
　
　

木
村
康
一　

折
立　
　
　
　

鈴
木
正
彦　

古
田　
　
　
　

栁
原
悦
男　

　
　
　
　
　
　

宮
川
隆
司　

◉
泉
校
区

宇
津
江　
　
　

榊
原　

剛　

江
比
間　
　
　

下
村
俊
秀　

八
王
子　
　
　

樅
山
賢
一　

村
松　
　
　
　

河
合
賢
一　

馬
伏　
　
　
　

神
谷
宜
裕　

伊
川
津　
　
　

永
田
公
香　

石
神　
　
　
　

藤
村　

圴　

夕
陽
が
浜　
　

小
川
浩
志　

　わたしの地区の 

　廃棄物減量等推進員 さん
　平成 24 年度の各地区の廃棄物減量等推進員は次のとおり
です。各地区から選出された推進員さんには、ごみの適正処
理や減量化などを目的に、各ごみステーションにおける分別
指導などの活動を行っていただきます。
　ごみ減量・ごみ出しマナーの向上にご協力をお願いします。
▶清掃管理課☎２３局３５３８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【敬称略】

国
有
地
を 

一 

般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

大
久
保
地
区
宅
地
分
譲
は

平
成
25
年
春
期
開
始
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い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
25
日
（
月
）

～
７
月
１
日
（
日
） 

／
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

～W

ウ
ィ
ー

e a

ア

ー

re t

ザ

he o

ワ

ン

ne

　
　
　
　
　
　
　

共
に
働
け
る
社
会
へ
～

　

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・
労
働

条
件
の
確
保
と
、
不
法
就
労
の
防
止
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
に
は

◦
外
国
人
の
就
労
は
、「
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
」
に
よ
り
就
労
可
能
な

在
留
資
格
を
持
つ
在
留
期
間
内
の
方
に

限
ら
れ
ま
す
。

◦
外
国
人
労
働
者
に
も
労
働
基
準
法
な
ど

の
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◦
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
ま
た
は
離
職
の

際
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
違
法
な
仲
介
業
者
か
ら
外
国
人
を
受
け

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
３

▼
愛
知
労
働
局
職
業
対
策
課

☎（
０
５
２
）２
１
９
局
５
５
０
８

　

が
ま
ご
お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、「
働
き
た
い
け
ど
働
け
な

い
」「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
、
お
悩
み
の
方
や
そ
の
保
護
者
に
対

し
、
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
田
原
市
で
出
張
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
＝
39
歳
以
下
の
無
業
者
ま
た
は
そ

の
保
護
者　

▼
日
時
＝
①
７
月
８
日（
日
）

②
９
月
９
日
（
日
）
③
11
月
11
日
（
日
）

④
平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）
⑤
平
成
25

年
３
月
10
日
（
日
）
／
い
ず
れ
も
午
後
１

時
～
５
時
（
一
組
１
時
間
程
度
／
予
約
優

先
）　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相

談
室　

▼
申
し
込
み
＝
相
談
会
の
前
日
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
時

間
を
明
記
）　

▼
が
ま
ご
お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

☎　
（
０
５
３
３
）67
局
３
２
０
１

　

info@
gyss.jp

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

の
年
金
を
除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

▪
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
か
ら
算
出
さ

れ
た
税
額
が
公
的
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。
年
金
特
徴
対
象
の
方
に
は
、
市
か
ら

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発
送

予
定
）。
特
別
徴
収
予
定
の
金
額
を
納
税

通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税
、
県
民
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
特

徴
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
が
開
始
さ
れ
て
も
年
間
税
額
の
納

付
方
法
が
一
部
変
更
に
な
る
だ
け
で
、
年

間
税
負
担
額
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▪
対
象
の
方

　

平
成
23
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
、
平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い

て
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を

特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す

■特別徴収の納付方法例

徴収方法 普通徴収
（自分で納付・口座振替）

特別徴収
（年金から徴収）

納付月 1期（６月） 2期（8月） 10月 12月 2月

税額 年税額の４分の１ 年税額の６分の１

①初めて65歳以上に該当する方（昭和21年4月3日～昭和22年4月2日生まれ）

②特別徴収2年目以降の方

徴収方法 特別徴収
（仮徴収）

特別徴収
（本徴収）

納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 前年度2月と同額 年税額から仮徴収分を
差し引いた額の3分の1

出
張
就
労
相
談
会
を
開
催

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」　　

強
化
週
間

　

相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　
（
０
１
２
０
）
０
０
７
局
１
１
０
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～6/14木 防災リーダー研修会
田植え体験

6/15金～6/28木 田原市博物館展示案内
和地小・長野県阿南町交流

6/29金～7/12木 やしの実投流
中学校職場体験

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原市議会　生中継（予定）
◦6/7木、8金  一般質問　10：00から終了まで
※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

6月 田原の伝統文化「田原凧」

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45
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◉
６
月
24
日
日　

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
～
東
三
河
～

　

三
河
地
域
の
求
人
情
報
の
提
供
、
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
会
な
ど
、
福
祉
の

仕
事
が
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
各
種
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

時
間
▼
午
後
１
時
～
５
時
（
求
職
者
の
受

付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
名
豊
ビ
ル
８
階（
豊
橋
市
駅
前
大
通
）

対
象
▼
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職
希
望
の

方
お
よ
び
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

方
参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
申
し
込
み
不
要
、
随
時
入
退
場
可

▼
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
豊
橋
市
福
祉

人
材
バン
ク

☎（
０
５
３
２
）52
局
１
１
１
１

◉
７
月
４
日
水

消
費
者
生
活
講
座

健
康
は
足
も
と
か
ら
見
直
そ
う

～
歩
く
こ
と
、
足
そ
し
て
靴
～

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て　

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

◉
６
月
11
日
月

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
生
活

－

そ
の
２

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
副
館
長

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
７
月
18
日
水

地
産
地
消
の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
～

　

農
業
王
国
豊
橋
・
田
原
で
生
産
さ
れ
る

旬
の
特
選
素
材
を
活
か
し
た
地
産
地
消
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ェ
フ
や
生

産
者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

時
間
▼
正
午
～
午
後
２
時

場
所
▼
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ
シ
ュ
豊
橋

講
師
▼
酒
井
淳
さ
ん
（
ホ
テ
ル
総
料
理

長
）、
地
元
の
生
産
農
家
ほ
か

定
員
▼
25
名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
▼
３
５
０
０
円
（
食
事
代
）

申
し
込
み
▼
６
月
27
日
（
水
）
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４　

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　
http://w

w
w

.toyohashi-tahara.jp/
◉
７
月
18
日
水　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
７
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
ア
フ
リ
カ
～
ジ
ン
バ
ブ
エ
か
ら
の

贈
り
物
“
歌
っ
て
踊
る
夏
の
夜
”

出
演
▼
ジ
ン
バ
ブ
エ“
ジ
ャ
ナ
グ
ル
”バン
ド

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
７
月
６
日（
金
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
７
月
25
日
水
～
29
日
日　
　

Ａ
Ｓ
Ｐ
公
認
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会

「2
0

1
2

 4
S

ス
タ
ー

tar E

イ

ベ

ン

ト

vents B

ビ

ラ

ボ

ン

illabong 
p

プ
ロ

ro T

タ

ハ

ラ

ahara

」

時
間
▼
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
天
候
な

ど
に
よ
り
変
更
あ
り
）

場
所
▼
赤
羽
根
大
石
海
岸
ま
た
は
赤
羽
根
西

海
岸

そ
の
他
▼
自
主
的
交
通
規
制
あ
り

▼
Ａ
Ｓ
Ｐ
田
原
大
会
実
行
委
員
会

☎
45
局
４
５
７
７

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
２
２

月
の
イ
ベ
ン
ト

6

母子家庭の就業相談
予約は不要です。お気軽にご相談ください。

6月14日木・7月12日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（1 階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　 23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

7

平成24 年6月1日 　  　　　　　　　　│ 20 │



EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

★チケットの予約など
指定席のチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売し
なければ翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午から
電話予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。
▶生涯学習課 ☎23局3531

林家たい平
独演会
　『笑点』でおなじみ、林家たい平による落語会。明るく元気な林
家伝統のサービス精神を受け継ぎながらも、古典落語を現代に
広めるために努力を続け、落
語の楽しさを伝えています。た
い平ワールドと呼ばれる落語
には老若男女数多くのファン
を集め、年間を通じ定期的に
行う自らの独演会を中心に、全
国でも数多くの落語会を行っ
ています。落語の伝道師とし
て名を広め、これからの落語
界を担う、今もっとも注目を浴
びる噺家です。

日 時　8月12日（日）
午後2時開演（30分前開場）

場 所　田原文化会館 文化ホール
入 場 料　一般3,000円　当日3,500円
　　　　　　※未就学児入場不可
チ ケ ッ ト　6月17日（日）午前9時から田原文化会館で前

売り開始（整理券配布なし）

8/12 ㊐ 
全席指定

井上あずみ＆ドリーミング
ファミリーコンサート
日 時　7月28日（土）午後2時開演（30分前開場）
場 所　渥美文化会館 文化ホール
入 場 料　1,500円　当日2,000円
　　　　　　※3歳以上有料、3歳未満児の着席も有料
チ ケ ッ ト　6月3日（日）午前9時から渥美文化会館で前売

り開始（整理券配布なし）

7/28 圡 
全席指定

◉
８
月
５
日
日　
　
　

田
原
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
並
び
に

田
原
市
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
開
会
、
午
前
９
時

競
技
開
始

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

種
目
▼

【
小
・
中
学
校
の
部
】
各
学
校
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
高
校
・
一
般
の
部
】

　

男
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
４
０
０

Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
１
０
MH
、
５
０
０
０

Ｍ
、
４
×
１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投
／
女
子
＝
１
０
０
Ｍ
、２
０
０
Ｍ
、

８
０
０
Ｍ
、
１
０
０
MH
、
４
×
１
０
０
MR
、

走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

表
彰
▼
各
種
目
１
位
～
３
位

申
し
込
み
▼
７
月
20
日
（
金
）
午
後
５

時
ま
で
に
小
学
生
・
一
般
は
学
校
教
育

課
、
中
学
生
は
田
原
中
学
校
、
高
校
生

は
福
江
高
等
学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
学
校
教
育
課
☎
23
局
３
６
７
９

月
の
イ
ベ
ン
ト

8

昔の棚田を利用して栽培している
「花しょうぶ」をぜひご覧ください。

見ごろ ▼６月初旬～中旬
規　模 ▼栽培面積3000㎡
　　　　栽培本数7000本
場　所 ▼初立池南側散策道路斜面の３か所

▼渥美支所地域課☎３３局１１１８

見ごろです！

初立池
　しょうぶ園
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▪
効
果
的
な
歯
磨
き

　

歯
垢
の
た
ま
り
や
す
い
歯
と
歯
の
間
、

歯
と
歯
肉
の
境
目
、
歯
の
か
み
合
わ
せ
部

分
を
、
歯
ブ
ラ
シ
で
１
日
１
回
は
丁
寧
に

磨
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
と
合

わ
せ
て
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
の
利
用
も
お
勧
め
し
ま
す
。

　

歯
周
病
は
口
の
中
だ
け
で
な
く
、
心
臓

血
管
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
に
も
影
響
し
ま

す
。
日
ご
ろ
の
歯
の
手
入
れ
と
定
期
的
な

歯
科
医
院
の
受
診
で
、
予
防
や
進
行
防
止

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

田
原
市
で
は
、
来
年
１
月
ま
で
の
間
、

市
内
の
指
定
さ
れ
た
歯
科
医
院
に
お
い
て

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
に
は
、
市
役
所
か
ら
５
月
に
受
診

券
を
郵
送
済
み
で
す
。

　

歯
周
病
を
予
防
し
よ
う

　

歯
周
病
は
、歯
の
表
面
に
つ
く
歯
垢
（
プ

ラ
ー
ク
）
の
中
の
細
菌
に
よ
っ
て
歯
の
周

り
の
組
織
が
破
壊
さ
れ
、
歯
が
抜
け
て
し

ま
う
病
気
で
す
。
最
近
で
は
、
15
歳
か
ら

24
歳
の
若
い
方
で
も
、
65
％
の
方
が
歯
周

病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
始
め
に
は
痛
み
な
ど
の
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
、
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▪
こ
ん
な
症
状
は
要
注
意

　

次
の
う
ち
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
方

は
、
歯
科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

❖
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

❖
歯
を
磨
く
と
血
が
出
る

❖
口
臭
が
気
に
な
る

❖
歯
肉
が
赤
く
腫
れ
た
り
し
み
る

❖
か
た
い
物
が
か
み
に
く
い

❖
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
す
き
間
が
で
き

　

た
り
歯
が
長
く
な
っ
た

歯 周 疾 患 検
診 に つ い て
は、おしらせ
14頁をご覧
ください。

■ 歯ブラシのあて方 ■ 歯ブラシの持ち方

■ デンタルフロス ■ 歯間ブラシ

歯茎にもあてる 鉛筆を持つように

歯間を数回こする
歯間や
奥歯の奥に

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース）

7月 14日（土）  8：50 ～ 9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制
パパの妊婦体験、赤ちゃん人形の沐浴など

離乳食教室（前期） 7月 11日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 7 月 31 日（火）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド
８～１１か月の第１子とその保護者
※予約制（定員１６組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
7月   2日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６か月まで（原則１回）7月 13日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

月　日 当直医 電話番号

6月3日（日）
岡田医院 ☎37局0001
清栄歯科クリニック ☎33局0657

6月10日（日）
山本医院 ☎45局2203
赤石歯科クリニック ☎23局7300

6月17日（日）
宮木内科 ☎23局0232
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
山内歯科医院 ☎23局1525

6月24日（日）
河合医院 ☎22局6133
森下歯科医院 ☎32局2700

月　日 当直医 電話番号

7月1日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
ふくい眼科 ☎22局5878
金田歯科医院 ☎24局1800

7月8日（日）
北山クリニック ☎23局3946
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
田原歯科クリニック ☎23局1626

7月15日（日）
國見医院 ☎22局0756
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

7月16日（月・祝）
津金医院 ☎33局0222
伊藤歯科医院 ☎22局1104

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131
診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
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6月 ▼4日月、8日金、11日月、18日月、25日月
※渥美図書館は、特別整理期間のため１日金は休館

中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

『下り坂では後ろ向きに
   ー静かなスポーツのすすめ』
丘沢静也/著　　
岩波書店

競技に出なくても、何回ターン
したか数えなくてもいいじゃな
い。ドイツ文学者がエッセイに
つづるスポーツの楽しみ。

  グリム童話『あかずきん』
那須田淳/訳
北見葉湖/絵
岩崎書店

グリム童話の初版誕生から２００
年。童話は７版まで出版され、
同じ話でも少しずつ内容が違い
ます。これは知っているかな？

7月 ▼２日月、９日月、13日金、17日火、23日月、30日月

●中央図書館
　一　般 ▼６月９日圡～７月12日木　　「山に登る。海に潜る。」
　子ども ▼７月12日木まで　　　　　　「むしむし★パラダイス」
●赤羽根図書館
　一　般 ▼６月９日圡～７月12日木　　「巡礼」
　子ども ▼６月９日圡～７月12日木　　「いろ」
●渥美図書館
　一　般 ▼６月９日圡～７月12日木　　「オリンピックイヤー」
　子ども ▼６月９日圡～７月12日木　　「かえるとあめ」

◎『館長室のドアはノック不要。』
中央図書館１階の中
央 カ ウ ン タ ー に 向
かって右側の館長室
には、会議のとき以外
はどなたでも入れま
す。館長とお話したい
方、お気軽にどうぞ。

図書館のホームページと、各図書館の蔵書検索用パ
ソコンから、田原市に関する新聞記事の見出しが検
索、閲覧できます。

▼対象紙名＝東日新聞、東愛知新聞、中日新聞、朝日
　　　　　　新聞、日本農業新聞

▼収録期間＝平成13年１月～平成18年12月
　　　　　　平成23年10月～検索日の数日前
　※平成19年１月～平成23年９月は未登録です
　　（順次登録予定）。記事本文はご覧いただけませ

　んので、各図書館でご覧ください。
検索方法は、図書館職員にお尋ねいた
だくか、田原市図書館ホームページの

「資料のページ」をご覧ください。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/
section/library/

▼問合せ先＝中央図書館☎23局4946

今年の11月で、赤羽根図書館は20周年。ストー
リーテリングとは、昔話などを暗記して、語り聞か
せる手法です。大人も十分楽しめますので、ぜひご
来館ください。

▼対象＝どなたでも　※事前の申し込みは不要

▼日時＝６月30日土　午後２時～３時

▼場所＝赤羽根図書館こどもしつ横（ロビー）

▼語り手＝市内ボランティアサークル、図書館職員

▼問合せ先＝赤羽根図書館☎45局3426

◎田原市に関する新聞記事見出しの検索

◎赤羽根図書館20周年企画第1弾
　“ストーリーテリングを楽しもう！”
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　　　◉工
こ う

作
さ く

 「色
い ろ が み

紙でスイーツや
　くす玉

だ ま

を折
お

ってみよう！」
ステキな柄の折り紙で作ってみよ
う。
開催期間◦６月10日㊐まで
時間◦午後１時30分～
　　　※材料がなくな
　　　　り次第終了
対象◦小学生以上
参加費◦10円

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
日時◦６月13日氺 午前10時～
テーマ◦すすんで勉強する子に育て
　　　　よう。（好奇心と学習意欲）

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなで遊
あ そ

ぼう
遊戯室でボールを使って遊ぼう！
日時◦６月23日圡・24日㊐

◉脳
の う

トレ 「ハンドで25」
1～25の数字を、盤に書かれた同じ
数字の上に、速く正確に並べよう。
開催期間◦６月26日㊋～７月８日㊐
対象◦小学生以上

◉みんなの様
よ う

子
す

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）

あぐらなど楽に座れる
姿勢で座る。

深い腹式呼吸を２～３
回続ける。

息を吐きながら、下腹か
らえぐるようにお腹を
へこませる。

お腹をへこませたまま、
強く深い呼吸を数回続
ける。

※　～　を数セット行
　いましょう。

生涯学習課　２３局3531

深く強い呼吸は腹筋を鍛えるだけでなく、腸の
マッサージにもつながるので、便秘解消の期待
ができます。食後を避けて行いましょう。

呼吸でかんたん内臓マッサ
ージ！

１

１

２

４

３

４

4747

２

１

３

４

おむつ替えや授乳などが行える
市内の公共施設の情報を教えて
ください。

　　　　　　誰でも自由におむつ替えや授乳が

行えるスペースがある施設一覧は、田原市ホー

ムページでご覧いただけます。

　また施設には、皆さんが気軽に立ち寄れるよ

う、目印となる「赤ちゃんの

駅」ステッカーを掲示して

います。

●子育てガイド「赤ちゃんの駅」　　　
　http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/
facility2.html

　 　 　 　 　

▼子育て支援課☎2３局３５１3

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

６ 月のお休み

４日⺼、７日木、11日⺼、18日⺼、
25日⺼

セ ン タ ー

◦お知らせ　
４月から市内の小学生以上の方を
対象に、緊急時連絡のための「利用
登録」を開始しまし
た。登録の際は、受付
へお越しください。◦ハンドで25で　

　遊ぶ子どもたち

◦卓球で遊ぶ中学生たち
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6

の今月　納税・使用料

月7月2日

月6月25日

市・県民税
（全期・第１期分）

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

農業集落排水事業分担金
（全期・第１期分）

国民健康保険税
（第２期分）
介護保険料
（第２期分）

口座引落日

納期限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　
「
○
○
○
の
さ
く
ひ
ん
」
は
、
園
児
や

児
童
・
生
徒
の
作
品
と
笑
顔
の
写
真
な
ど

を
掲
載
し
て
い
る
人
気
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

２　

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
○
○
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
、
予
防
と
早
期
発
見
が
大

切
で
す
。
対
象
の
方
に
は
、
５
月
に
受

診
券
を
発
送
済
み
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
健

康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

３　

○
○
○
○
バ
ス
の
時
刻
表
な
ど
の
改
正

に
つ
い
て
３
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
6
月
1
日
に
配
布
す
る
交
通

案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別
指
導
な
ど

の
活
動
を
行
う
、
平
成
24
年
度
の
各
地

区
の
○
○
○
○
○
減
量
等
推
進
員
さ
ん

を
、
17
頁
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
６
月
20
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
５
月
号
の
答
え
】
や
き
ゅ
う

（
応
募
総
数
46
通
中
、
正
解
45
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4

1

2

人身15件（66件）
負傷20人（89人）
死亡1人（1人）
物損109件（470件）

火災0件（13件）
救急161件（780件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗0件（6件）
乗物盗2件（１5件）
非侵入盗30件　（55件）

※（　）内の数字は平成2４年の累計

田原警察署だより

４月

田原警察署　 23局０１１０

◉「車上ねらいの被害」が多発！ご注意ください！

今年に入り田原市内で「車上ねらいの被害」が急増
中です！被害の約半数以上は無施錠の車です。
また、約7割が自宅の敷地内や自宅付近の駐車場で
被害に遭っていますので、ご注意ください。

❖犯行手口
●無施錠の車からカバン類などを盗む
●施錠してある車からは、強引にドア・窓ガラス
を割り、カバン類などを盗む

❖防犯対策
●車の中に貴重品などを置いたままにしない
●駐車するときは必ず施錠し、カギは自ら携行し
保管・管理する
●複数の盗難防止装置を付け、警報音で威嚇する
●駐車場は照明を付けて明るくし、見通しを良く
する

0

25

50

75

100
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

毎月1回、宅内の漏水チェックを行いましょう。

5/20現在
86.7％

2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20 5/1 5/10 5/20

節水注意線
※この値を下回ると節水が開始される
　ラインのこと（節水率検討）

近年は、良好な水質で安定しています。
●汐川の水質調査結果

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
年度（平成）

汐川

（　　 ）
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メロンちゃんたちが、鳥や魚

になって遊んでいるよ。

柔らかく、伸び伸びと書
けました。力強さがあ
り、「前進」という言葉に
合っています。

評 評

家族みんなで、おしゃべりし

ているところを描いたよ。

 か ぞく

　　　　　　　　　　 えが

　　な　  な  　 か　　　　　

福江中学校２年

森下来和さん
　　　　　 き　　わ

野田保育園

河邉一秀くん（５歳）

河上

    美
稚子

 先
生 野田保育園

　目菜々花ちゃん（５歳）

筆遣いが上手です。文
字の王の部分が全体を
支え、バランスよく書く
ことができました。

評 とても楽しそうな様子ですね。家族のこと
が大好きという気持ちが伝わってきます。

　　　　　　　たの　　　　　　　　　よう　す　　　　　　　　　  か   ぞく

　　　だい　す　　　　　　　　　き　も　　　　　つた

　　　　

評 大好きな果物の世界が、楽しそうに描けまし
たね。絵から飛び出して動き出しそうです。

だい　す　　　　　くだ もの　　　せ　かい　　　　たの　　　　　　　　 えが

　　　　　　　え　　　　　と　　　 だ　　　　　うご　　　だ

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

習字習字

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とり　　さかな

　　　　　　 　　あそ　

　 　 かず　ひで

福江中学校３年

森下直哉くん
　　　　　 　 　　  なお　 や

亀
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65,873人　総人口

33,251人　男性

32,622人　女性

21,850世帯世帯数

31人出生 61人死亡

171人転入 212人転出

－71人増減 ※増減は4月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２4年5月１日現在）

、
め
た
の
材
取
▼

け
か
出
に
園
育
保

自
分
自。
た
し
ま

育
保
く
ら
ば
し
身

庭
園
ら
が
な
し
張
緊
し
少、
め
た
た

さ
く
た
た
せ
か
輝
を
目、
と
る
入
に

て
え
迎
出
で
顔
笑
が
ち
た
児
園
の
ん

の
女
る
れ
く
て
せ
見
を
り
が
上
逆
で

最。
ち
た
も
ど
子
る
れ
く
て
せ
見
に

ケ
バ
を
シ
ム
ゴ
ン
ダ
の
そ、
は
に
後

男
た
き
て
せ
ぶ
か
に
頭
の
私
と
ご
ツ

子
の

･･･

い
ら
も
を
気
元
に
な
ん
み。

し
ま
し
出
い
思
を
Ｍ
Ｃ
の
昔、
つ
つ

ま
く
た、
い
い
も
で
く
ぱ
ん
わ
「。
た

）
Ｉ
（。
た
し
ま
り
な
に
み
し
楽
が
長

。
月
か
２
や
は、
り
ま
始
が
度
年
新
▼

し
化
変
は
境
環、
れ
流
に
常
は
間
時

れ
さ
流
し
か
し、
ず
わ
抗。
す
ま
け
続

た
し
に
切
大
を
覚
感
ス
ン
ラ
バ。
ず

）
Ｍ
（。
す
ま
い
思
う
そ、
い

）
園
育
保
田
漆
（ち
た
児
園
ぶ
遊
で
具
遊】
真
写
の
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表
【
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